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別 紙 様 式 3
論 文 内 容 要 旨
X整理番号 2 59 ，が1 渡辺恭子
修士論文題目 地域在住高齢者における舌圧と栄養状態との関連
【目的】求研究は地域在住高齢者における舌圧と栄養状態との関連を横断的に評価した。
【方法】求研究では、2019年 8 月 に 「体と心の健康チェック」に自主参加した地域在住高齢者112名 
の身伴:測定および自記式;質問紙デ ー タ を用いた。楽養状態はMini Nutritional Assessment-Short 
Form(MNA-SF)、Body Mass Index (BMI)、Appendicular Skeletal Muscle Mass Index BMI(ASMbmi) を 
用いて評価した。MNA-SFは 11点以下を低泶 養リスク者とし、捌I は 20kg/m2未満を低栄養傾向者と 
し、ASM隱は男性で0. 789kg/BMI未満、女性で0. 512kg/BMI未満を低骨格筋量者と定義した。舌圧は 
舌圧測定器を用いて3 回測定したうちの最大舌圧値が30kPa未満を舌圧低下と定義した。説明変数を 
舌圧低下の有無（參照水準：舌圧正常）、応答変数を栄養拔態低下の有無とし、年齢、性、Mini-Mental 
State Examination ■ Barthel Index得点、既往歴5 項目合計数、唆合力合計値、咀嚼チヱックガム 
スケール番号、オーラルディアドコキネシス平均回数、反復唾液嚥下テスト回数を調整した多重ロジ 
スティック回帰分析を行い、各栄養指標における栄養狀態低下者の調整オッズ比及び9 5 %信頼区間 
を算出した。
【結果】対象者のうち主要評価項目と交絡因子に欠損のなかった109名を解析対象者とした。年齢(平 
均値土標準偏差)は78.1±6. 9 歳であり、女性は 79. 8 % であった。最大舌圧値は31.0±8. 8kPaであ 
り、舌圧低下者は全体で44.0%であった。低栄養リスク者は全体で23. 9 % であり、舌圧低下群では 
33.3%、舌圧正常群では16. 4 % であった（p=0.039)。低栄養傾向者は会体で18. 3 % であり、舌圧低 
下群では25.0%、舌圧正常群では13,1%であった（p=0.112)。低骨格筋量者は全体で22.0%であ 
り、舌圧低下群では35. 4 % 、舌圧正常群では11.5 % であった（p=0.003)。多重ロジスティック回帰 
分析の結果、舌圧低下者における栄養状態低下者の調整オッズ比(95%信頼区間）はそれぞれ、低栄養 












(備考） 1 . 研究の目的•方法•結果•考察•総括の順に記載すること。 （1 ,2 0 0字程度)
